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呼吸器感染症 におけ るSY5555の 検討

成井 浩司 ・坪井 永保 ・中谷 龍王 ・中森 祥隆 ・中田紘一郎

虎の門病院呼吸器科*

杉 裕 子

虎の門病院細菌検査室

谷 本 普 一

東京慈恵会医科大学第四内科学教室

新 しい経 口用 ペ ネ ム系 抗生 物 質SY5555を 呼 吸 器 感 染 症5例 に1回200～300mgを1日3

回,7～14日 間経 口投 与 し,そ の臨床効 果,安 全性 につ いて検討 した。対 象疾 患 はいず れ も基

礎疾 患 を有 してい る慢 性気 道感染 症5例 で,各 々の基礎 疾 患 として は気管 支拡 張症4例,特 発

性 間質性肺 炎1例 であ った。臨床 効果 は,有 効2例,や や 有効1例,無 効2例 で あ った。 細菌

学 的効果 は,Haemophilus influenzae 1株 が 除菌 され た。副作 用は軟 便 を1例 に認 め た もの の,

投 与継続 は可能 で あ った。 臨床 検査値 異常 変動 は,GOTの 軽 度上 昇(22→36→13)を1例 に認

め たが,追 跡調 査 に よって 回復 を確 認 した。
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SY5555は,新 しい経 口用 ペ ネム系抗 生物 質 であ り,

緑膿 菌 を除 く好 気性 な らびに嫌 気性 の グラム陽性 菌,

陰性 菌 に対 し広 範囲 な抗菌 スペ ク トル と強 い抗菌 力 を

有 して い る。 また,各 種細 菌 の産生 す る β-lactamase

に対 して安 定 で ある1)。

今 回,SY5555を 呼 吸器 感染症 に使 用 し,そ の臨床効

果,安 全 性 を検討 したので報告 す る。

対象 患者 は,平 成4年2月 か ら平 成4年11月 までの

間 に当科 外 来 を受 診 した男性2名,女 性3名 の計5名

で あ る。年 齢は,36～78歳 で平均 年齢54歳 であ る。 対

象疾 患は慢 性気道 感染症 で,各 々 の基礎 疾患 は気 管支

拡張症4例,特 発性 間質 性 肺炎1例 であ った(Table

1)。投与 量お よび投 与方法 は,本 剤1回200～300mgを

1日3回 経 口投 与 した。投 与 日数 は7～14日 で平均12

日,総 投 与量 は6.0～12.3gで あ った。

臨床効 果は,熱 型,喀 痰 の性状,量,咳 嗽 な どの臨

床症 状,胸 部X線 所 見,赤 沈,CRPお よび 白血球 数 な

どの検査 所見,菌 の消 長 を総 合 して行 い,著 効,有 効,

や や有効,無 効 の4段 階 お よび判定 不能 に分 け,判 定

した。 さらに本剤投 与 中の 自他 覚症 状,投 与前 後の 臨

床 検査 成績 につ いて も検 討 し,安 全 性 を評価 した。

臨床 効果 は,有 効2例,や や 有効1例,無 効2例 で

あ った。疾 患別 にみ る と気管 支拡張 症 の2次 感 染例4

例 では,有 効1例,や や 有効1例,無 効2例 で,特 発

性間 質性肺 炎の 気道感 染の1例 は有効 で あった。

細菌 学的効 果 につ いてみ る と,1例 か ら分 離 された

Haemophilus influenzaeは 除菌 され た。 また,他 の1

例 か ら分離 され たPseudomonas aeruginosaは 本剤 投

与後 の検査 で は検 出 され なか った。 この結果 は,本 剤

がP. aeruginosaに 対 す るMICが,100μg/ml以 上 で

あ る1)こ とか ら,本 剤 に よる効 果 とは 考 え難 く,細 菌学

的効 果 は不明 とした。起 炎菌 別 臨床効 果 は,H. influen-

zaeが 検 出 された1例(症 例2)は 菌が 陰性化 した もの

の喀 痰量 が増加 した ため,臨 床 効 果は無 効 と判定 した。

また,P. aeruginosaが 検 出 され た1例(症 例4)は,

喀痰 量増 加,CRP不 変,ESRの 悪 化が み られ,臨 床効

果 は無効 で あ った。

副作 用 として は,1例(症 例4)で 投与2日 目に軽

度 の軟便 を認め たが その ま ま投 与継 続 を行 い,投 与 中

止後 に症状 が消 失 した。臨 床検査 値 異常 変動 は,軽 度

のGOT上 昇(22→36→13)を1例(症 例1)で 認め た

が,追 跡調 査時 には 回復 して いた(Table 2)。

SY5555は,新 しい経 口用ペ ネ ム系抗生 物質 であ り,

緑膿菌 を除 く好気性 な らびに嫌 気性 の グ ラム陽性 菌,

陰性 菌 に対 して広範 囲 な抗菌 スペ ク トル と強 い抗 菌力

を示 し,特 にEnterococcus faecalisを 含む 好気性 グラ

ム 陽性 菌やBacteroides属 な どの 嫌 気性 菌 に対 して は

従 来の セフ ェム系経 口抗 菌剤 に比 し優 れ た抗 菌 力 を有

して い る。 また,各 種 細菌 産生 の β-lactamaseに 対 し

て安 定 であ る。 さ らに,本 剤の安 全性 お よび忍容 性 は
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各種非 臨床試 験お よび 臨床 第1相 試 験 で確 認 され てい

る1)。

今 回の臨床 検討 にお いて,副 作用 お よび臨床 検査値

異常 はそれ ぞれ1例 で認 め られ たが,臨 床 上 問題 とな

る もの では なか った。

新 薬 シ ンポ ジウムで の報告 に よる と,軽 症 また は中

等症 の呼 吸器感 染症 に対 す るSY5555の 有用性 の 評価

は 良好 な もの で あ った1)が,今 回,我 々が検討 した慢性

気 道 感染 症 に 対 す る有 用 性 は満 足 し得 る もの で は な

か った。
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We studied the clinical efficacy of SY5555, a new oral penem antibiotic, in 5 patients with chronic

respiratory tract infections receiving 200-300 mg t. i. d. for 7 to 14 days. Underlying disease was present in

all 5 patients; bronchiectasis in 4 and idiopathic interstitial pneumonia in 1.

Clinical efficacy was : good in 2, fair in 1 and poor in 2 cases. As to causative organisms, one strain

(Haemophilus influenzae) was eradicated. Among the adverse effects, diarrhea was observed in one case.

Laboratory findings revealed elevation of GOT (22•¨36•¨13) in one case.


